  ４  乳児死亡

  乳児の生存は妊娠中の母体の健康状態、養育条件等の影響を強く受けることから、地域の衛生状態、生活水準を反映する指標として重視されている。

  平成17年は前年に比べると、乳児死亡数、新生児死亡数は減少した。

全国と比較すると、新生児死亡率は0.2ポイント下回っている。

	表１１　乳児死亡数及び新生児死亡数の推移
	
	
	

	年次
	出生数
	乳児死亡数
	新生児        死亡数
	乳児死亡率（出生千対）
	新生児死亡率（出生千対）

	
	
	
	
	三重県
	全国
	三重県
	全国

	昭和25年
	37,240 
	2,514 
	…
	66.9 
	60.1 
	…
	27.4 

	30
	25,456 
	1,068 
	585
	41.8 
	39.8 
	22.7 
	22.3 

	35
	24,113 
	787 
	429
	32.6 
	30.7 
	17.8 
	17.0 

	40
	27,057 
	522 
	325
	19.3 
	18.5 
	12.0 
	11.7 

	45
	26,154 
	347 
	241
	13.3 
	13.1 
	9.2 
	8.7 

	50
	25,862 
	244 
	182
	9.4 
	10.0 
	7.0 
	6.8 

	55
	21,446 
	165 
	107
	7.7 
	7.5 
	5.0 
	4.9 

	60
	19,745 
	118 
	79
	6.0 
	5.5 
	4.0 
	3.4 

	平成 2年
	17,917 
	92 
	61
	5.1 
	4.6 
	3.4 
	2.6 

	7
	17,500 
	87 
	47
	5.0 
	4.3 
	2.7 
	2.2 

	12
	17,726 
	57 
	28
	3.2 
	3.2 
	1.6 
	1.8 

	14
	17,190 
	59 
	34
	3.4 
	3.0 
	2.0 
	1.7 

	15
	16,497 
	49 
	27
	3.0 
	3.0 
	1.6 
	1.7 

	16
	16,287 
	38 
	17
	2.3 
	2.8 
	1.0 
	1.5 

	17
	15.345
	33
	18
	2.2
	2.8
	1.2
	1.4
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